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高い混合性で強固な改良体へ
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粉体を活かして安定・強固な地盤に改良します。
エスミック工法

●路床や路盤の改良
●建築基礎、盛り土基盤の安定化
●仮設道路の整備や大型重機のための仮設作業地盤の形成

エスミックベース工法
改良材に粉体を使用する改良工法です。
掘削機械はミキシングバケット付きバックホウ、
バックホウ型スタビライザー、クローラ走行式ス
タビライザーなどを駆使し、効率よく地盤改良を
進めます。

■標準施工機械と施工手順■

■施工例

■施工プロセス

■主な用途・特長

粉体を直接対象となる現場に散布し、
バックホウあるいはスタビライザーによって混合撹拌します。
その後は、状況に応じてブルドーザ、グレーダで均一に整地して
スムーズな固化を促します。

ミキシングバケット バックホウによる混合攪拌

ローラーにて転圧ブルドーザにて整地



エスミック工法

スラリー混合で均一な改良体を実現します。

エスミックスラリー工法
固化材をスラリー状にして対象土に添加・混合する改
良工法で、粉体混合方式による粉塵飛散などの問題点
をカバーするものとして開発されました。
エスミックスラリー工法は以下の特長を有しています。

1.強固で均一な改良体を確実に造成できる。
2.粉塵飛散がなく環境に優しい。
3.転圧・締固め工が不要。
4.ガラや礫等の障害物存在下でも施工が可能。
5.汎用型の施工機械（バックホウ）を使用する。
6.数多くの施工実績を持ち、高い信頼を得ている。

●軟弱路床の改良
●建築基礎、盛り土基盤の安定化
●擁壁、カルバートの基礎
●仮設道路の整地や大型重機のた
　めの仮設地盤の形成

■主な用途・特長

■標準機械配置図■

■施工例
●建築基礎（独立フーチング）改良 ●建築基礎（ベタ基礎、切り梁下施工）改良 ●鉄道路床部改良

軟弱路床の改良 杭打ち機の転倒防止仮設道路、重機のトラフィカビリティ確保

掘削残土、ヘドロ処理 擁壁の基礎建築基礎地盤の改良

カルバートの基礎 盛土の円弧すべり防止

※CBR2％未満の軟弱路床を改良する。

スラリー添加によって混合精度を高めた改良材と土をグラウト
ポンプで現場に圧送。
バックホウの先端に撹拌装置を取り付けることによって、確実
に効率よく混合攪拌できます。
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エスミック工法

超軟弱地盤改良の有効工法です。

エスミックマッド工法

●湖沼ヘドロの固化
●河川ヘドロの固化
●湾岸のしゅんせつ土の固化

■主な用途・特長

■標準機械配置図■

プラントで造ったスラリーをグラウトポンプで泥
上車に圧送し、改良の対象となっている土と十
分に混合・撹拌して目的の強度まで固化します。
一般重機も進入が困難な超軟弱地盤に有効です。

配合適正を確認したスラリーをグラウトポンプで施工現場に圧送します。現場では泥上車によってスラリーと対象土と撹拌
して混合し、所定の強度まで固化します。

均質かつ高品質な改良土を生産します。

「自走式土質改良機」工法
現場で発生する掘削残土等の改良対象土をプラント
なみの混合撹拌精度で固化材等と混合撹拌し、均質
で高品質な改良土を効率よく生産します。
埋め戻しや盛土材料として建設発生土のリサイクル
に貢献します。

■標準機械配置図■

●特殊先端装置（撹拌装置）



エスミック工法

ヘドロ状の地盤を効率よく固化・再生します。

「固化処理工法研究会」工法
ヘドロの処理・処分技術に取り組む建設業各社
が共同で開発した工法で、軟弱土とスラリーを混
練して固化します。含水度の高い土の改良と再利
用、有害物質を封じ込める環境対策としても有効
です。施工法は横行式と自走式があります。

●含水比の高い土、有害物質を含んだ土、
　高有機質の土を改良
●超軟弱地盤の土地造成
●堆積ヘドロの処理と処分
●構造物の基礎地盤改良
●目的強度の確保がスピーディで工期短縮に直結

■主な用途・特長

■標準機械配置図■
プラントで調整されたスラリーをグラウトポ
ンプで圧送し、施工現場に供給します。現
場で軟弱土と混練して目的の強度に固化し
た後、状況に応じて横行式あるいは自走式
の施工機械で処理します。

高性能管理システム・特殊な撹拌翼で高品質を実現。

WILL工法（スラリー揺動撹拌工法）
バックホウタイプのベースマシンの先端に取り付
けた特殊な撹拌装置（特許4038525号）と施
工状況をリアルタイムで管理する高性能管理シ
ステムを導入することにより、現状土を効率的に
混合撹拌し高い品質の改良体を構築します。

NETIS QS-090004-V

管理装置 画面表示例

■標準機械配置図■
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